
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自分を高めるためには 
 

小樽市立塩谷小学校長 加 藤 俊 明  
 

 最近のテレビは「テレビショッピング」の番組がいつの間にか多くなり、深夜や早朝

のみならず、日中でもよく見かけます。出演者の実演を見ると、ついその商品が欲しく

なります。包丁の実演販売では見事にトマトやかぼちゃを切るなんてシーンを見かけた

りします。 

さて、包丁ではありませんが、寓話にこんな話があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この寓話でいう「斧を研ぐ」という作業は、自分を磨くこと、つまり自分を高めるこ

とではないでしょうか。哲学者ソクラテスの「汝
なんじ

自身を知れ」という言葉は有名ですが、

自分を見つめ直し、改善する必要のある分野が見つかったら、それを改善する。それが

自分を高めるための第一歩です。斧を研ぐのは切れなくなった斧を改善することなので

す。 

塩谷小学校の児童のみなさんにこの話を当てはめて考えてみると、木を切ることは勉

強すること、斧を研ぐことは弱点を見つけて改善することではないでしょうか。やみ雲

に勉強するより、しっかりと自己分析を行い、弱点を見つけて、そこを補強することに

より、効率よく成長してほしいと願っています。この冬休みは、お正月など家族でゆっ

くり過ごしたり、計画的に学習に取り組んだりして、自分を磨いてほしいと思います。

３学期の始業式にみなさんの元気な姿が見られることを楽しみにしています。 

保護者や地域の皆様には２学期中、さまざまな場面で塩谷小学校の教育活動にご理解

とご協力、ご支援をいただき、心から感謝とお礼を申し上げます。冬休み中も子どもた

ちが健康に過ごすことができますよう、皆様のご指導をどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 
小樽市立塩谷小学校   学校だより  第１０号  

令和４年１２月２３日発行 TEL２６－１１０３ 

E-mail  sioya-ps@otaru.ed.jp 

【教育目標】 

☆すなおでやさしい子ども 

☆よく考える子ども 

☆進んで働く子ども 

☆みんなで協力する子ども 

☆明るく健康な子ども 

２人の木こりがいた。１番目の木こりは満身の力をこめて木を切った。休憩も昼休

みもとらず、できるだけ多くの木を切るために全力を注いだ。朝は誰よりも早く働き

始め、夕方は誰よりも遅くまで働き続けた。 

他の木こりたちは彼があまりにも速く木を切ることに驚いた。 

しかし、１日が終わるころには、２番目の木こりの方が多くの 

木を切っていた。１番目の木こりほど懸命に作業していたわけ 

ではないし、休憩を何度もとっていた。 

１番目の木こりは２番目の木こりに歩み寄って質問した。 

「君はどうやって僕よりも多くの木を切るんだね？僕の方が朝 

から晩まで長時間一生懸命に働いているはずなのに、もしよけ 

れば、君の成功の秘訣を教えてくれないかい？」 

２番目の木こりは一瞬考えて言った。「成功の秘訣なんて特にないけれど、これだ

けは間違いない。どれだけ作業が忙しくても、僕は時間をとって斧
おの

を研ぐようにして

いるんだ。斧がよく切れれば、より少しの労力でより多くの木を切ることができるか

らね。」 

（引用文献：『自分を磨く方法』 アレクサンダー・ロックハート著） 
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※１月１８日(水)まで冬休み 
 

１日(日)～３日(火) 年始休日(学校閉庁日) 

６日(金) 小樽市小中書写展 ～1/9 

６日(金) ウインターイングリッシュスクール 

 ９日(月) (祝)成人の日、小中書写展表彰式 

１０日(火) ふるさと 100 選発表会 

１１日(水)～１３日(金) 小樽スキー学校 

１９日(木) ３学期始業式 

１８日(火) Ｂ日課３時間授業(11:15 下校) 

１８日(火) ＰＴＡ交通安全指導(登校時) 

２３日(月) ５時間授業(市内研究会のため) 

２４日(火) マナベル１・２年 

２５日(水) 読み聞かせ 

２５日(水) ３年スキー学習① 

２５日(水) 小樽市小中図工美術展～1/29 

２６日(木) Ｂ日課 

２７日(木) スクールカウンセラー来校日 

２６日(木) ＰＴＡ事務局会議 18:30 

２７日(金)  １・２年スキー学習① 

３１日(火) ５・６年スキー学習① 

３１日(火) マナベル３・４年 
 

※新型コロナウイルス感染状況により変更になる

場合がありますのでご了承ください。 

 
 

 

 
 

 明日から１月１８日(月)まで冬休みになり

ます。健康や事故に十分注意し、楽しい冬休み

を過ごしてほしいと思います。冬休み期間中、

事故や事件、新型コロナウイルス感染など緊急

の連絡がある場合は、平日は学校に、土日・祝

日・学校閉庁日期間は下記の塩谷小緊急メール

アドレスにご連絡ください。 
 

 

 
 

 １２月７日に小樽警察署の方を講師に招い

て「防犯教室」を実施しました。防犯教室では、

「いかのおすし」など不審者への基本的な対応

の仕方についてお話を聞いたり、５・６年生が

代表として実際に不 

審者に声をかけられ 

たときの対処の仕方 

を実演したりして、 

不審者への対応を再 

確認し、防犯意識を 

高めました。 

 

 

 

 

 

 

 行 事 予 定 

 

 
 

１２月１４日に小樽ろうあ協会の理事長さ

んと小樽市の専任手話通訳者の方を講師に招

いて、５・６年生の手話教室を実施しました。 

手話教室では、様々なものの手話での表し方を

考えたり、手話で自 

己紹介をしたり楽し 

く手話を学ぶことで、 

障がいを持つ方への 

理解を深め、手話へ 

の興味関心を高めま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 本格的な冬を迎え、寒い日が続いています

が、とても早い時間に登校してくる子どもがい

ます。新型コロナ対策もあり、８時にならない

と校内には入れないため、寒い外で待つことに

なります。８時すぎに学校に着くよう登校させ

ていただけますようお願いいたします。 

 
 

 

≪冬休み学習会≫ 
 １２月２６日(月)・２７日(火)に冬休み学習

会を行います。分からないところを聞くなどし

て実力アップに繋げてほしいと思います。 

なお、天候等により変更がある場合は、安心

メール等でご連絡しますのでご確認ください。 

 

 

 
 

１２月１６日に給食センターの栄養教諭を

招いて、１～４年の食育授業を実施しました。 

１・２年生は苦手な食べ物の克服に向けた食べ

方、３年生は栄養素 

の働き、４年生は食 

事のマナーはどうし 

て必要かについて楽 

しく学び、それぞれ 

今後に向けての目標 

を立てました。 

 

 
 

 個人面談の期間に合わせて１１月２９日～

１２月９日に校内作品展を実施しました。 

 

 

  


